
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和２年度大阪府三島医療・病床懇話会 議事概要
 
日　　　時 ：令和３年１月１５日（金）午後２時から午後３時
開催場所 ：大阪府茨木保健所　５階　大会議室  
出席委員 ：１１名
　　　根尾委員、北川委員、平井委員、原山委員、木野委員、上野委員、森山委員、石田委員、栗山委員、古川委員、内藤委員


■議題１　令和２年度地域医療構想の進捗状況
資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室保健医療企画課から説明

【資料１】令和2年度「地域医療構想」の取組と進捗状況 
【参考資料１】医療法上の過剰な病床の状況（令和元年度病床機能報告）
【参考資料４】重点支援区域について
【参考資料５】新たな病床機能の再編支援について

■議題２　三島二次医療圏における地域医療構想の進捗状況 
資料に基づき、茨木保健所から説明 

【資料２】 ２０２０年度三島二次医療圏「地域医療構想」現状と今後の方向性

■議題３　三島二次医療圏における各病院の今後の方向性 
　　資料に基づき、茨木保健所から説明した後、高槻赤十字病院、社会医療法人祐生会茨木みどりケ丘病院から今後の方向性の説明があり、委員からの反対意見はなかった。

【資料３】令和2年度病院プラン調査結果一覧（三島）
【資料４】非稼働病床の現況について（病院・有床診療所）
【参考資料５】新たな病床機能の再編支援について


■議題４　地域医療支援病院について
資料に基づき、茨木保健所から説明した後、社会医療法人祐生会みどりケ丘病院より申請内容の説明があり、委員からの反対意見はなかった。

【資料９】地域医療支援病院の承認申請について
【参考資料７】地域医療支援病院について

■議題５　地域医療への協力に関する意向書の提出状況
資料に基づき、茨木保健所から説明

【資料５】地域医療への協力に関する意向書提出状況（診療所新規開設者）
【資料６】地域医療への協力に関する意向書提出状況（医療機器新規購入・更新者）

■議題６　第7次医療計画における取組状況の評価について
資料に基づき、茨木保健所から説明

【資料７】２０２０年度　第７次大阪府医療計画PDCA進捗管理票

■議題７　地域医療介護総合確保基金事業について
資料に基づき、茨木保健所から説明

【資料８】地域医療介護総合確保基金（医療分）について

■議題８　新型コロナウイルス感染症を踏まえた今後の医療提供体制について
　　　参考資料６に基づき大阪府健康医療部保健医療室保健医療企画課及び
　　　茨木保健所からそれぞれ説明

【参考資料６】新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた今後の医療提供構築に向けた考え方

（意見）
〇医学教育も含め、日頃から医師や看護師への感染症の教育が一層重要である。
〇コロナ感染症は医療機関にとってリスクが高い分野である。その対応として、公立病院が入院も含めたコロナ診療を行い、民間病院は発熱外来や接触者外来を実施し、一般患者を診るといった役割分担が必要ではないか。
〇公立病院がない中で、感染症病床への資金援助はもちろんのこと、今後、病院の新築・改築時に分離できる感染症病棟を作っておくことや、ゾーニングにより陽性患者を受入れたり、それが難しいのであれば、コロナ専門病院となることも検討する必要があるかもしれない。
[bookmark: _GoBack]〇公的・私立病院は現状でも経営状況が厳しく、感染症病床を日ごろから確保するには財政的援助がなければ難しいと考える。
〇今回のコロナ感染症で医療機関は大打撃を受けているが、これを次の施策に活かしていただきたい。
